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も、民族企業の育成を最優先しなければならない。そして 1950 年代、60 年代の日本のように、
あらゆる政策を国際競争力の強化に向けて集中することが必要であろう。外資の流入は常に監
視し、軽々しく国際的余剰資金を財政や資産市場に受け入れ、バブルによる消費を拡大しては
ならない。現在巨額の消費財が中国から流入しているが、何らかの対策が必要であろう。日本
では貿易収支が安定するまで、輸入は原則として素原材料に限り、製品輸入は厳しく制限され
たのである。安易な自由化は有害である。 
